


























































































































































































































―― ジと 史 一
一 生 夕し 十 一
民
族
早
田
給
（
岡
田
太
郎
》
九
〇
子
が
そ
の
使
式
の
内
容
袴
洩
ら
す
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
く
わ
る
。
若
し
述
く
か
ら
で
も
比
の
住
式
を
う
か
ゞ
つ
く
そ
の
内
容
な
知
ら
づ
と
す
る
者
で
も
あ
れ
ば
、
そ
の
者
に
死
の
所
罰
を
受
け
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
。
上
掲
三
口
に
ア
メ
リ
カ
＝
物
卑
陳
列
営
の
人
類
卑
部
主
任
ク
ラ
ー
ク
、
ウ
イ
ツ
ス
ラ
ー
が
、
　
一
九
二
三
年
、
ナ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
於
く
数
ケ
月
間
の
撃
術
調
査
を
試
み
た
際
に
城
影
し
た
も
の
で
あ
る
佐
式
に
赤
色
の
液
検
お
施
し
た
型
樹
を
中
心
に
し
て
行
に
れ
る
。
し
か
も
比
の
被
様
の
意
義
が
、
佐
式
に
参
加
し
た
男
子
に
の
み
了
解
さ
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
前
述
の
通
り
で
あ
り
。
式
後
に
比
の
樹
幹
の
萩
康
と
、
比
の
樹
を
中
心
と
し
た
地
上
の
記
抜
と
に
、
樹
枚
を
も
つ
て
挑
浦
さ
れ
て
子
Ａ
。
然
し
そ
れ
が
部
族
の
秘
竹
事
で
あ
り
、
成
年
式
を
行
ふ
者
の
家
の
ト
ー
テ
ム
に
醐
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
甥
由
で
あ
る
。
儀
式
に
参
加
し
た
男
子
が
ダ
イ
ア
ル
状
に
並
ん
で
式
を
始
め
る
。
あ
ら
ゆ
る
原
始
民
族
の
舞
踏
が
ま
う
で
あ
る
や
う
に
、
比
虎
に
も
亦
故
話
を
件
つ
く
ゐ
る
。
臆
つ
て
我
々
に
原
始
民
族
に
開
す
る
限
可
歌
舞
の
語
を
使
川
す
る
の
が
会
営
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
土
人
の
歌
舞
に
間
軍
で
あ
つ
て
、　
↓
人
が
こ
本
の
棒
で
指
子
を
取
り
暑
頭
取
り
の
指
部
に
徒
つ
て
午
国
旗
に
並
ん
で
舞
踏
す
る
。
然
し
そ
れ
に
我
々
の
云
ふ
、
乃
至
我
々
が
一
般
に
使
用
し
く
ゐ
る
舞
踏
又
ほ
舞
師
の
語
の
概
念
に
は
、
著
る
Ｌ
い
碁
隔
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
卒
あ
跳
躍
と
言
つ
た
方
が
近
い
。
比
の
歌
舞
が
経
る
と
、
彼
年
に
塾
樹
に
突
進
し
て
そ
の
樹
幹
を
叩
き
、
之
れ
を
も
つ
Ｋ
佐
式
は
維
了
す
る
。
付
比
の
儀
式
に
開
逃
Ｌ
く
、
夜
間
、
所
討
「
コ
ル
ロ
プ
リ
イ
」
の
集
合
が
行
は
れ
る
。
一
按
の
民
族
誌
家
に
之
と
儀
式
と
し
て
扱
つ
て
わ
る
が
、　
一
種
の
正
交
的
集
含
と
見
た
方
が
正
し
い
。
然
し
之
に
就
く
は
、
比
た
に
詳
識
す
る
体
裕
が
な
い
。
前
述
の
聖
樹
を
い
心
と
し
た
伐
式
に
し
く
も
、
成
年
式
又
に
入
含
式
、
秘
密
精
泄
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、
男
子
粘
泄
氏
族
制
度
、
父
経
を
程
の
問
題
等
、
民
族
撃
上
の
各
方
面
の
帆
野
よ
り
独
禁
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
夫
年
の
理
論
的
考
奈
に
、
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
九
一
民
族
嬰
田
給
（
岡
田
大
部
）
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二
圏
卜
‥
テ
ム
ポ
ー
ル
民
族
早
に
開
す
る
著
道
を
手
に
し
た
者
に
、
そ
の
著
述
の
種
類
の
如
可
に
拘
ら
す
、
殆
ん
ド
竹
に
「
ト
ー
テ
ム
」
の
話
に
遭
迪
Ｌ
な
く
く
に
な
ら
な
い
。
比
の
一
芋
を
も
つ
て
し
く
も
、
原
始
荘
合
に
於
げ
る
ト
ー
テ
ム
の
分
布
が
却
何
に
度
く
、
そ
の
声
義
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
″
を
推
奈
す
る
に
難
く
な
い
。
本
国
に
ト
ー
テ
ム
の
一
面
の
意
義
を
如
賓
に
示
し
く
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
く
、
ト
ー
テ
ム
と
そ
の
家
と
の
間
係
が
如
何
に
密
接
で
あ
る
か
わ
語
つ
く
わ
る
、
比
等
の
家
屋
に
英
領
ロ
ロ
ム
ビ
ア
、
ク
キ
ー
ン
・
シ
ヤ
ル
Ｈ
ツ
テ
島
の
ダ
ヌ
フ
に
な
る
ハ
イ
ダ
族
の
仕
居
趾
で
現
在
で
に
仕
氏
も
な
く
、
次
第
に
肢
減
に
滅
し
く
ゐ
る
。
家
た
の
押
材
と
し
て
は
杉
が
用
ひ
ら
れ
く
わ
る
。
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